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■目的別歳出の額を平成23年4月1日現在の人口
　（83,142 人）で割った額です。

民生費
105,150 円

　前年度　96,780 円

総務費
42,141 円

　前年度　26,076 円

商工費
65,543 円

　前年度　91,005 円

公債費
35,234 円

　前年度　36,101 円

教育費
56,509 円

　前年度　40,749 円

消防費
16,730 円

　前年度　16,434 円

土木費
48,162 円

　前年度　47,317 円

農林水産業費
10,566 円

　前年度　  9,828 円

衛生費
44,266 円

　前年度　47,032 円

議会費 / その他
3,772 円

　前年度　  3,595 円

市民のくらし、産業、子育てに… 一般会計 355億9,100万円
特別会計 186億6,126万円

　平成 23 年第一回定例会が 3 月 8 日から 22 日まで
の 15 日間の会期で開かれました。
　鈴木市長になって初めての予算組みであり、23 年
度一般会計予算ほか 9 つの特別会計、平成 22 年度
各会計補正予算、市条例の一部改正など、36 議案
が上程されました。11 日には東日本大震災が発生し、
燕市も震度 4 の揺れを観測し、その日は散会になるな
ど、忘れられない定例会になりました。
　そんな会期中、３日間にわたって予算審査特別委員
会を開催しました。予算は、市民の皆さんの生活に直
接関係するものです。議会は市民のために堅実な予算
編成であるかを十分に審議する必要があります。ここで
は当初予算の内訳と審査質疑の一部を紹介します。

■一般会計当初予算で
市民一人当たりに使われる市のお金は
428,073 円です。（前年度 414,917 円）

23年度予算総額 542 億 5,226 万円を検証
■平成23年度の全会計当初予算額

一　般　会　計 355 億 9,100 万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 83 億 6,438 万円

後期高齢者医療 6 億 1,147 万円

介護保険事業 59 億 6,859 万円

公共下水道事業 33 億 9,354 万円

土地取得 2 億 4,783 万円

住宅団地造成事業 468 万円

企業団地造成事業 117 万円

温泉保養センター 6,960 万円

合　　計 542 億 5,226 万円

燕・吉田・分水地区の夏まつり
で 11 団体がよさこい踊りをし
ている。市全体の統一のよさこ
いをつくり、一緒に踊るように
したい。予算には作曲と振り付
けの委託料が含まれる。

文化センターの駐車場用地購
入費が 6850 万円計上され
ているが、何台分の増設にな
るのか。また、現在水はけの
悪い場所は改善されるのか。

Ｑ

駐 車 ス ペ ー ス が 188 台 か ら 約
275 台分になる予定となってい
る。水はけの悪さも改善していく。

Ａ

交通対策費として「自転車
撤去車借り上げ料」が上が
っているが、市にトラック
があるのになぜ借りなけれ
ばならないのか。

Ｑ

大量の廃棄自転車を回収しなけ
ればならないために大型トラッ
クが必要だ。費用には回収委託
料も含んでいる。

Ａ

Ａ

夏まつり交流促進事
業の中身は何か。Ｑ

「つばめっ子かるた」作成事業
にあたり、燕市ゆかりのマンガ
家やイラストレーターを起用し
てはいかがか。

Ｑ

今後、編集委員会の委
員を決めて、先進事例
を参考にしながら細部
を検討していきたい。

Ａ

人間国宝となった玉川宣夫
さんの作品図録を作成した
い。図録は約 80 ページで
120 点の作品が収録される
予定。

Ａ

産業史料館の印刷製本
費が増えている理由は
何か。

Ｑ

相手があることなのだ
が、今回の災害もふまえ
て、そういう都市との関
係についても今後研究し
ていきたい。

Ａ

町田市との交流も結構だが、
燕市の産業形態を考え、東京
の大田区や東大阪市との人材
交流や技術交流など、また、
災害協定の点からも密な関係
が築けないか。

Ｑ

議会だより No.22  2011年 (平成23年) 5月15日議会だより No.22  2011年 (平成23年) 5月31日
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市政に対する
一般質問

　３月定例会では18名の議員が、
市政全般にわたって市の考えをただ
しました。内容は一般質問を行った
各議員からの寄稿で掲載しました。

（一般質問の通告順に掲載）

⑩ 山　﨑　雅　男 議員　9 ページ

1. 新年度予算編成について
2. 一般国道 116 号線吉田バイパス ( 仮称 ) 整備について
3. 旧燕工業高校跡地利活用について
4. 情報公開の徹底と市民参加について
5. 地場産業振興について

⑪ 土　田　　　昇 議員　10 ページ

1. 吉田小学校改築事業について　2. 借地料の問題について
3. 八王寺佐渡線道路改良事業について
4. 特養ホームの整備について

⑫  タナカ・キン 議員　10 ページ

1. 市営駐車場の料金ついて　　2. さくら公園について
3. 国土調査について　4. 特別職報酬等審議会について
5. 在宅介護手当の見直しについて

⑬ 中　條　征　男 議員　11 ページ

1. 地上デジタル放送完全移行について
2. 電話の市外局番について　3. 巡回バス運行について

⑭ 長　井　由喜雄 議員　11 ページ

1. 児童館・児童クラブ・なかまの会の施設及び運営について
2. 燕市の入り口にある顔としての「産業史料館」について
3. 燕市の将来的児童年齢の増についての取り組みについて

⑮ 渡　邉　広　宣 議員　12 ページ

1. 行政サービスにおいて所得制限の導入について
2. 産業の振興策について
3. 建造物の今後の補修、修繕、改新についての中長期計画を

策定すべきでは
4. 職員の研修、スキルアップと職員の資質について

⑯ 中　山　眞　二 議員　12 ページ

1. 遊休不動産について　2. 退職金について
3.（仮称）朝日大橋について　4. ふるさと応援について

⑰ 杣　木　義　男 議員　13 ページ

1. 23 年度予算について　　2. 救命救急センターについて
3. 観光振興について　4. 教育振興対策について
5. ＴＰＰについて　　6. 福祉について
7. 村づくり交付金について　8. 遊歩道整備について

⑱ 阿　部　健　二 議員　13 ページ

1. 新潟県の人口が 237 万 5 千人に減り、県は国を挙げての
産業対策を求めているが、燕市の人口減少対策（少子化
対策）も国・県の施策待ちか。

2. 少子高齢化が進んで社会保障費の担い手が必要な中、市
の職員 646 人のための新庁舎は作るが、今や 700 人に
もなる特養待ちの市民の求める介護施設を建設しないで、
社会保障費の担い手の一員でもある女性の働く機会を奪
い在宅介護に拘束する。あげくに介護手当の減額か。

3. 介護手当の減額は、合併特例債の借金がえしのために市民
サービスをつめなければならない必要からが真の理由に
思えてならないが。

4. すでに合併特例債を使った新庁舎建設用地の取得には市の
背任行為としての疑いがぬぐい切れない。そんな土地で
の新庁舎建設にためらいはないのか。

5. 首長会議での決定が上意下達された新庁舎の位置が、あた
かも合併協議会において撰定されたがごとく聞こえた 12
月議会における市の答弁について。

① 渡　邉　雄　三 議員　5 ページ

1. 独居老人、今後の生活環境について

2. 住宅火災警報器の設置状況について　

3. 学校給食センターについて

② 中　島　清　一 議員　5 ページ

1. 市長の政治姿勢について　　2. 福祉問題について　
3. 環境問題について　　4. 教育問題について

③ 樋　浦　恵　美 議員　6 ページ

1. 長善館の精神の継承について　
2. 障がい者が暮らしやすいまちづくりについて　
3. 高齢者を支え合うケア体制の充実について　
4. 公共施設の跡地の利活用について　

④ 本　多　了　一 議員　6 ページ

1. 市長の政治姿勢について　2. 住宅リフォーム制度について
3. 介護保険料の減免について
4. 教育費の父母負担の軽減について

⑤ 塙　　　　　豊 議員　7 ページ

1. 財政問題について　2. 高齢者介護と施設の問題について
3. 空き家対策について

⑥ 齋　藤　信　行 議員　7 ページ

1. スクラップ・アンド・ビルドについて　
2. トップダウンとボトムアップについて
3. 産業の振興について　4. 燕はひとつプロジェクトについて

⑦ 齋　藤　紀美江 議員　8 ページ

1. 市長の政治姿勢について
2. 燕市まちづくり条例制定への取り組みについて
3. 農業サポート制度について　4. ゼロ・ウェイスト運動について

⑧ 大　原　伊　一 議員　8 ページ

1. 23 年度予算編成と行財政改革について　
2. 農業政策について

⑨ 小　林　由　明 議員　9 ページ

1. 市街地の整備について　2. 産業振興「食」の分野について
3. 市長の政治姿勢について  4. 中学校の部活動と授業について

問
①
　
新
年
度
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
市
長
の
目
玉
政
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
　
産
業
の
振
興
で
は
新

た
な
成
長
産
業
へ
の
参
入
を

支
援
し
た
い
。
商
品
開
発
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
も
弾
力

的
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
拡

充
を
図
り
た
い
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
図
り
た
い
。

　
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
は

こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
総
合

的
に
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
い
。

問
②	

救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
向
け
た
市
長
の

考
え
は
。

答
②
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
で

あ
る
。
医
者
が
集
ま
り
や
す

い
魅
力
的
な
病
院
と
す
る
た

め
に
は
５
０
０
床
規
模
の
病

院
が
必
要
で
あ
り
、
合
同
会

議
の
中
で
は
繰
り
返
し
発
言

し
て
き
た
。

　
県
に
お
い
て
は
、来
年
度
予

算
の
中
で
県
央
医
療
提
供
体

制
整
備
基
本
方
針
の
策
定
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
日
も

早
く
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問
③
　
教
育
立
市
宣
言
の
現

化
に
向
け
た
考
え
は
。

答
③
　
23
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等

を
使
用
し
、わ
か
り
や
す
い
授

業
を
展
開
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

授
業
の
拡
充
や
英
語
指
導
補

助
員
の
増
員
に
よ
る
小
学
校

英
語
活
動
の
充
実
を
図
り
た

い
。

問
④
　
保
育
園
の
統
廃
合
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
④
　
幼
稚
園
や
保
育
園
の

統
廃
合
を
含
め
た
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

7
年
間
の
幼
稚
園
、
保
育
園

適
正
配
置
実
施
計
画
案
を
提

示
し
た
。
適
正
配
置
に
当
た

っ
て
は
、
既
に
あ
る
幼
稚
園
、

保
育
園
の
有
効
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
小
学
校
を
基
本

と
し
て
望
ま
し
い
集
団
教
育

が
可
能
な
環
境
整
備
を
目
指

す
。
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で

保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
た
め
、

民
営
化
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
①
　
日
本
の
社
会
は
こ
れ

ま
で
、
公
的
保
険
制
度
な
ど

を
通
じ
て
間
接
的
共
助
が
社

会
保
障
の
大
部
分
を
担
っ
て

お
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
経
済
成

長
の
低
下
な
ど
複
合
的
な
要

因
に
よ
っ
て
間
接
的
共
助
が

弱
く
な
っ
て
い
る
今
、
14
年

後
に
は
団
塊
世
代
の
大
半
が

75
歳
を
迎
え
、
高
齢
者
が
も

っ
と
も
増
加
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
今
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｏ
Ｐ
の
活
動
、
さ
ら

に
は
個
人
の
助
け
合
い
な
ど

お
互
い
に
触
れ
合
い
、
人
の

気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
な
直

接
的
共
助
を
拡
大
し
、
生

活
の
中
で
共
助
が
息
づ
く
体

制
作
り
、
無
縁
社
会
か
ら
共

助
社
会
へ
と
社
会
の
在
り
方

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

私
た
ち
が
住
む
燕
市
で
も
、

最
近
高
齢
者
の
心
の
孤
独
が

深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
だ

れ
か
少
し
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
新
し
い
高
齢
者
福
祉
を
検

討
す
る
組
織
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。

答
①
　
今
、
高
齢
化
社
会
を

取
り
巻
く
状
況
、
そ
れ
か
ら

そ
の
中
で
の
地
域
で
支
え
合

う
こ
と
の
重
要
性
、
ま
っ
た

く
同
感
で
す
。
高
齢
者
福
祉

の
あ
り
方
を
総
合
的
に
研
究

調
査
し
て
い
く
目
的
で
、
新

年
度
に
お
い
て
新
た
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

検
討
し
た
い
。

問
②
　
住
宅
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
に
つ
い
て
、
設
置

す
れ
ば
火
災
が
発
生
し
た
と

し
て
も
最
小
限
の
被
害
で
済

む
。

答
②
　
可
能
な
限
り
消
防
本

部
と
連
携
を
と
っ
て
普
及
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問
③
　
学
校
給
食
は
食
育
と

と
も
に
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
公

設
民
営
化
す
る
時
期
と
、
委

託
業
者
の
選
定
方
法
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
③
　
平
成
23
年
度
中
に
基

本
計
画
を
作
成
し
、
業
者
選

定
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
の

基
本
計
画
の
中
で
具
体
的
に

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

新
年
度
予
算
に
お
け
る
市
長
の
目
玉
政
策
は

ど
う
な
る
幼
稚
園
、
保
育
園
の
統
廃
合

独
居
老
人
の
今
後
の

　
　
　
生
活
環
境
に
つ
い
て
！

中
島
　
清
一
　
議
員
　
旭
日
会

渡
邉
　
雄
三
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

吉田旭保育園の卒園式（3/28）
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問
①
　
長
善
館
教
育
の
精
神

を
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ

う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
。

答
①
　
今
後
行
わ
れ
る
燕
ジ

ュ
ニ
ア
検
定
の
中
に
、
長
善

館
に
関
す
る
問
題
を
取
り
入

れ
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
等

を
勉
強
し
、
郷
土
へ
の
誇
り

と
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
学
校
・

園
の
教
育
に
取
り
入
れ
継
承

し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
障
が
い
者
の
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
②
　
新
年
度
は
、
市
内
の

障
が
い
者
施
設
の
現
状
を
踏

ま
え
、
施
設
整
備
に
係
る
補

助
制
度
や
市
単
独
の
制
渡
の

新
設
、
施
設
運
営
費
の
補
助

金
の
増
額
を
予
定
し
て
い
る
。

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
障
が
い
者
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
③
　
高
齢
者
を
地
域
で
日

常
的
に
支
え
合
う
体
制
づ
く

り
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
市

と
し
て
の
考
え
は
。

答
③
　
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
や
地
域
で
の
支
え
合
い

の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

新
年
度
に
お
い
て
新
た
に
、

高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
共
助
体
制
の
確
立
な
ど

調
査
研
究
を
し
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
④
　
公
共
施
設
の
跡
地
の

利
活
用
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
有
効
活
用
が
必
要

だ
と
思
う
が
、市
と
し
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答
④
　
吉
田
庁
舎
は
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
新
た
な
交

流
空
間
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
を

予
定
し
て
お
り
、
幅
広
い
年

代
の
人
た
ち
が
交
流
で
き
る

利
便
性
の
高
い
場
所
に
し
た

い
。
保
育
園
に
つ
い
て
は
周

辺
施
設
と
の
役
割
分
担
を
見

据
え
て
検
討
し
て
い
く
。

　
旧
燕
工
業
高
校
跡
地
に
つ

い
て
は
、
数
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
の
で
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。
吉
田
庁
舎

に
つ
い
て
は
新
庁
舎
の
建
設
、

保
育
園
関
係
に
つ
い
て
は
適

正
配
置
を
進
め
て
い
く
中
で

方
針
を
示
し
た
い
。

長
善
館
の
精
神
の
継
承・福
祉
社
会
の

充
実・施
設
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
①
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
連

携
協
定
に
反
対
の
意
思
表
示

が
で
き
る
か
ど
う
か
の
観
点

で
、
私
は
市
長
の
姿
勢
を
聞

き
た
い
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
燕
支

店
の
事
務
所
に
行
く
と
、
正

面
玄
関
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
絶

対
反
対
」
の
の
ぼ
り
旗
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。
農
協
が
か

か
げ
て
い
る
要
求
を
支
持
さ

れ
る
か
そ
れ
と
も
無
視
さ
れ

る
か
。
私
は
き
っ
ぱ
り
と
農

協
の
立
場
に
立
っ
て
意
思
表

示
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
が
、

市
長
の
姿
勢
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
①
　
ま
ず
は
国
の
責
任
に

お
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
不

参
加
に
よ
り
、
商
工
業
か
ら

農
業
あ
る
い
は
国
土
の
保
全

ま
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

て
く
る
の
か
。
さ
ら
に
、
生

産
者
の
立
場
だ
け
で
な
く
消

費
者
の
視
点
も
含
め
て
日
本

全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
あ
る
い
は
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
、
き
ち
ん
と

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ま
ず

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

農
協
の
方
々
が
不
安
に
思
い

い
ろ
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
農

協
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
と

る
べ
き
行
動
の
一つ
だ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
る
。

問
②
　
昨
年
10
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
燕
市
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
は
業
者
か
ら

歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
直
近
の

申
込
件
数
、
経
済
効
果
等
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。
さ

ら
に
こ
れ
は
22
年
、
23
年
度

限
り
の
施
策
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
市
の
施

策
と
し
て
後
年
度
へ
定
着
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

答
②
　
利
用
状
況
及
び
経

済
効
果
は
申
し
込
み
件
数

２
６
１
、
申
し
込
み
金
額

２
１
１
万
８
０
０
０
円
、
工

事
費
総
額
３
億
１
８
０
０
万

円
と
成
果
は
あ
っ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
平
成
22
年

度
、
23
年
度
の
２
カ
年
、
市

内
の
建
築
業
者
の
緊
急
的
な

地
域
経
済
対
策
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
、
平
成
24
年
度

以
降
は
今
後
の
地
域
経
済
の

動
向
、
施
策
の
効
果
等
を
検

証
し
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

　
　
定
着
と
継
続
・
発
展
を
望
む

粟生津にある長善館史料館

問
①
　
市
長
は
昨
年
６
月
の

所
信
表
明
で
、
行
財
政
改
革

の
推
進
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

就
任
か
ら
11
カ
月
で
今
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

売
却
可
能
な
土
地
も
あ
る

が
、
で
き
な
い
よ
う
な
ら
貸

す
方
法
も
あ
る
。
吉
田
庁
舎

は
民
間
に
貸
し
、
幼
老
複
合

施
設
や
、
医
者
な
ど
に
セ
ー

ル
ス
し
て
い
い
の
で
な
い
か
。

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
、
公
共
施
設
の
適
正
配

置
な
ど
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

答
①
　
予
算
編
成
で
再
認
識

し
た
の
は
施
設
老
朽
化
で
修

繕
、
改
修
が
非
常
に
多
い
。

そ
の
対
応
で
財
源
不
足
を
痛

感
し
た
。
い
っ
そ
う
無
駄
を

省
き
、
効
率
的
行
政
運
営
は

も
ち
ろ
ん
、
施
設
統
廃
合
や

民
営
化
、
職
員
適
正
化
も
避

け
て
通
れ
な
い
。
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
は
施
策
も
目

的
が
終
わ
っ
た
も
の
、
効
果

が
薄
れ
た
も
の
を
見
直
し
、

時
代
に
即
し
た
財
源
の
見
通

し
を
立
て
る
意
味
で
、
い
く

つ
か
見
直
し
も
か
け
た
。
適

正
配
置
で
は
幼
稚
園
、
保
育

園
を
示
し
た
が
、
行
革
の
視

点
も
持
ち
あ
わ
せ
た
も
の
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
答
申

を
受
け
た
公
設
民
営
を
基
本

に
検
討
し
た
い
。

　
吉
田
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

現
在
市
民
の
交
流
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
や
公
共
的
活
用
施
設

な
ど
へ
の
貸
与
と
考
え
て
い

る
が
、
提
案
の
、
年
代
を
超

え
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
交
流
の
で
き
る
機
能
と

い
っ
た
も
の
を
持
っ
た
施
設

も
今
後
検
討
し
た
い
。

問
②
　
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
と
産
業
観
光
に
つ
い
て
。

答
②
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
の
は
強

く
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
縁

で
中
国
か
ら
お
客
が
燕
に
来

た
。
上
海
に
行
っ
た
と
き
は

関
係
者
と
の
協
力
関
係
を
築

い
た
。
ヤ
ク
ル
ト
と
は
今
年

の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
球
団
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
う
こ
と
が

決
定
。
さ
ら
に
米
の
販
路
拡

大
に
向
け
て
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
い
。
町
田
と
は
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
を
設
置
し
、

市
民
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
す
る

な
ど
の
交
流
も
始
ま
っ
た
。

問
①
　
高
齢
者
介
護
と
特
別

養
護
老
人
施
設
の
問
題
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
第
５
期
介
護
保
険
計
画
か

ら
、
参
酌
標
準
「
介
護
度
２

か
ら
介
護
度
５
の
高
齢
者
37

％
を
超
え
る
施
設
整
備
を
認

め
な
い
と
い
う
も
の
」
を
撤

廃
す
る
こ
と
と
な
り
、
燕
市

と
し
て
も
23
年
度
中
に
、
こ

れ
か
ら
の
高
齢
者
介
護
計
画

の
在
り
方
、
施
設
整
備
計
画

な
ど
、
介
護
保
険
第
５
期
計

画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
平
成
12
年
に
誕
生
し
た
介

護
保
険
制
度
で
は
、
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
負

担
は
３
０
０
０
円
程
度
で
あ

り
、
５
期
計
画
で
は
全
国
平

均
で
は
５
２
０
０
円
程
度
で

あ
る
。
燕
市
で
は
６
０
０
０

円
程
度
と
な
り
12
年
で
ほ
ぼ

２
倍
の
保
険
料
と
な
っ
た
。

当
初
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
額

が
３
兆
６
０
０
０
億
円
で
あ

っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

７
兆
７
０
０
０
億
円
と
２
倍

以
上
に
膨
れ
上
が
り
、
今
後

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会

を
考
え
る
と
、
介
護
問
題
を

根
本
的
に
考
え
直
す
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
介
護
施
設
が
増
設
さ
れ

て
も
介
護
士
さ
ん
や
看
護
師

さ
ん
を
十
分
に
確
保
で
き
る

の
か
。
介
護
士
さ
ん
の
待
遇

面
の
問
題
な
ど
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
①
　
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に

高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
費

用
負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
つ
つ
施
設
整
備
量

の
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
施
設
介
護
と
在
宅

介
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

当
面
の
方
向
性
と
し
て
は
在

宅
介
護
の
中
で
24
時
間
の
地

域
巡
回
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
構
築
な
ど
、
今
後
ま

す
ま
す
増
加
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
需
要
に
応
え
る
供
給
量

を
限
ら
れ
た
財
源
で
ど
の
よ

う
に
構
築
す
る
の
か
が
課
題

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
介
護
と
は

樋
浦
　
恵
美
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

産
業
観
光
の
進
め
方

吉
田
庁
舎
の
跡
地
の
利
活
用
は

高齢者の皆さんが参加する敬老会

本
多
　
了
一
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

齋
藤
　
信
行
　
議
員
　
大
河
の
会

塙
　
　
　
豊
　
議
員
　
旭
日
会

ＴＰＰ参加におる影響の試算
食料自給率（供給熱量ベース） 40％ ⇨ 13％
農産物の生産減少額 4兆1000億円
林産物の生産減少額 500億円
水産物の生産減少額 4200億円
農業の多面的機能の喪失額 3兆7000億円
国内総生産（GDP）減少額 8兆4400億円
就業機会の減少額 350万9000人

（農林水産省試算から作成）
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問
①
　
市
長
は
市
政
報
告
会

の
名
目
で
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
か
れ
た
が
、
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
お
よ
び
選

挙
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
は
大

勢
の
市
民
と
の
直
接
対
話
と

し
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思

う
。
継
続
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
①
　
市
政
報
告
会
は
後
援

会
が
企
画
し
た
も
の
で
名
実

と
も
に
市
政
報
告
会
。
９
カ

月
間
の
市
政
運
営
や
今
後
の

取
組
み
の
方
向
性
を
、
画
像

を
使
い一
時
間
程
度
報
告
を

し
た
。
ク
リ
ー
ン
な
選
挙
は

当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
に
限
ら
ず

市
民
と
の
意
見
交
換
の
機
会

は
多
く
設
け
た
い
。
映
像
な

ど
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
、
意
見
を
お
聞
き

す
る
場
と
し
て
今
後
も
や
っ

て
い
き
た
い
。

問
②
　
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
策
定
に
取
り
組
ん
だ

が
、
制
定
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
こ
の
条
例
を
ど
う
生
か

す
か
が
問
わ
れ
る
。
職
員
の

意
識
改
革
も
必
要
。
研
修
な

ど
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
ま
た
、
条
例
に
は
活
動

拠
点
の
整
備
が
必
要
と
あ
る

が
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
考
え
て
い
る
か
。
三

鷹
市
の
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

を
見
に
行
っ
て
来
ら
れ
た
そ

う
だ
が
、
市
民
と
の
協
働
を

進
め
る
上
で
必
要
な
施
設
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
②
　
市
民
検
討
会
議
に

職
員
も
参
加
し
、
協
働
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

職
員
レ
ベ
ル
で
は
研
修
の
段

階
か
ら
実
行
、
実
践
の
段
階

に
移
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。三
鷹
市
の
市
民
協
働

セ
ン
タ
ー
機
能
に
つ
い
て
は
承

知
し
て
い
る
。

　
直
ち
に
完
成
形
と
いっ
た
施

設
を
用
意
し
て
と
い
え
る
よ
う

な
、
燕
市
の
状
況
に
は
ま
だ

な
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
③
　
農
業
へ
の
認
識
は
。

農
業
サ
ポ
ー
タ
制
度
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
③
　
農
業
は
大
事
な
産

業
。
農
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
問
題
な
ど
状
況
は
厳
し

い
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
導
入
に

関
し
て
は
、
関
係
機
関
と
十

分
協
議
を
行
い
検
討
し
て
い

く
。

問
①
　
23
年
度
予
算
は
、
過

去
に
な
い
自
主
財
源
と
依
存

財
源
の
比
率
が
逆
転
し
て
、

依
存
財
源
に
頼
る
予
算
編
成

と
な
っ
た
。
行
財
政
改
革
が

待
っ
た
な
し
の
状
況
と
思
う

が
、
市
長
の
認
識
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
①
　
逆
転
し
た
要
因
は
、

金
融
の
預
託
金
が
減
っ
た
こ

と
で
起
こ
っ
た
と
分
析
を
し

て
い
る
。
新
市
建
設
計
画
が

着
手
の
時
期
に
入
り
、
起
債

が
増
え
て
き
て
い
る
が
使
え

る
財
源
を
工
夫
し
た
結
果
で

も
あ
る
。
ご
指
摘
の
と
お
り

行
財
政
改
革
を
着
実
に
進
め

て
い
く
と
い
う
事
業
課
題
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
事
務

事
業
の
見
直
し
、
定
員
の
適

正
化
計
画
に
よ
る
人
件
費
の

圧
縮
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の

適
正
配
置
を
始
め
と
し
た
施

設
の
統
廃
合
・
民
営
化
を
取

り
組
み
な
が
ら
財
政
の
健
全

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
②
　
在
宅
介
護
手
当
の
見

直
し
の
前
倒
し
と
し
て
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
小
学
校

卒
業
ま
で
も
拡
大
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
が
、
税
収
が

落
ち
込
む
中
、
団
塊
の
世
代

の
大
量
退
職
時
期
を
迎

え
福
祉
予
算
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
が
、
今
後

の
予
算
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
②
　
福
祉
予
算
は
19

年
度
決
算
額
約
８
億
９

０
０
０
万
円
、
21
年
度

決
算
額
10
億
３
０
０
０

万
円
と
高
齢
者
社
会
の
進
展

と
と
も
に
年
々
増
加
し
て
い

く
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

現
役
世
代
の
子
育
て
環
境
の

充
実
も
行
政
課
題
で
あ
る
。

問
③
　
昨
年
の
猛
暑
で
農
産

物
の
品
質
低
下
が
農
家
経
営

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
が
、
そ
の
原
因
と
今
年
の

指
導
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
③
　
猛
暑
の
品
質
低
下
の

要
因
は
、
根
の
養
分
吸
力
の

低
下
や
施
肥
量
の
抑
制
が
品

質
低
下
の
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。
23
年
度
の
重
点
技
術
対

策
と
し
て
、
土
作
り
の
推
進

と
適
正
な
元
肥
量
の
施
用
な

ど
の
対
策
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
関
係
機
関
か
ら
農
家
の

皆
さ
ん
に
周
知
・
実
行
を
し

て
い
き
た
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
継
続
は
？

23
年
度
予
算
で
依
存
財
源
比
率
が
５
割
超

　
行
財
政
改
革
が
待
っ
た
な
し
の
状
況

大
原
　
伊
一
　
議
員
　
旭
日
会

問
①
　
新
年
度
予
算
編
成
に

当
た
り
、
積
極
予
算
の
反
面

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
の

減
収
、
地
方
交
付
税
の
あ
り

方
の
変
化
等
に
伴
い
厳
し
い

歳
入
環
境
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
市
長
に
は
広

く
総
合
的
な
観
点
で
、
無
駄

を
排
除
し
た
堅
実
か
つ
大
胆

な
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ

る
が
意
を
用
い
た
点
は
何
か
。

答
①
　
成
長
分
野
や
海
外
市

場
分
野
に
取
り
組
む
企
業
支

援
、
商
店
街
対
策
等
に
地
域

経
済
活
性
化
を
図
る
と
言
う

意
を
用
い
２・８
％
増
の
予
算
。

問
②
　
吉
田
バ
イ
パ
ス
整
備

早
期
完
成
を
求
め
る
に
は
、

県
央
地
域
更
に
地
域
横
断
的

な
期
成
同
盟
会
等
強
力
な
推

進
組
織
も
考
え
る
べ
き
。

答
②
　
期
成
同
盟
会
設
立
は

現
政
権
で
は
確
立
し
て
い
な

く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
③
　
吉
田
南
小
学
校
跡
地

に
自
治
会
館
建
設
、
南
保
育

園
統
合
、
住
宅
造
成
団
地
等

に
利
活
用
予
定
だ
が
共
助
・

協
働
に
歩
む
地
域
住
民
に
対

し
て
事
前
説
明
、
情
報
公
開

す
べ
き
で
な
い
か
。
生
活
排

水
が
流
れ
る
側
溝
や
造
成
団

地
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
空

間
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
て

い
る
近
隣
住
民
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
解
体
時
の
説
明

で
は
、
事
後
報
告
と
な
り
住

民
の
意
向
を
受
け
入
れ
な
い

と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

答
③
　
解
体
工
事
の
段
階
が

地
元
説
明
会
の一
番
良
い
タ
イ

ミ
ン
グ
と
考
え
て
い
る
。

問
④
　
吉
田
南
保
育
園
跡
地

に
ま
ち
づ
く
り
南
地
区
協
議

会
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
、

更
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

し
て
の
取
り
組
み
、
交
流
の

場
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
利
用
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
④　

南
地
区
協
議
会
か
ら

話
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問
⑤
　
金
属
洋
食
器
１
０
０

周
年
カ
ト
ラ
リ
ー
検
定
に
県

内
外
の
多
く
の
方
か
ら
受
験
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
商
売
と

し
て
結
び
つ
く
可
能
性
を
秘
め

産
業
界
の
橋
渡
し
役
と
な
り

効
果
大
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
⑤
　
早
く
テ
キ
ス
ト
完
成

す
れ
ば
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
知
事

に
も
受
験
要
請
が
で
き
る
。

問
①
　
魅
力
あ
る
商
店
街
の

環
境
整
備
。
今
後
の
取
り
組

み
と
、
集
合
住
宅
や
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て
。

答
①
　
個
々
の
商
店
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
新
規
事
業

で
あ
る
「
商
店
元
気
塾
」
を

企
画
し
た
。
商
店
街
の
皆

さ
ん
と
共
に
魅
力
あ
る
商
店

街
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た

い
。
ま
た
、
高
齢
者
問
題
と

商
店
街
活
性
化
の
結
び
つ
け

に
つ
い
て
、
高
齢
者
福
祉
の

在
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

調
査
研
究
を
し
て
行
く
。

問
②
　
産
業
振
興｢

食｣

の

分
野
。
食
に
関
す
る
大
々
的

な
イ
ベン
ト
の
開
催
な
ど
。

答
②
　
燕
市
に
は
特
色
あ
る

食
材
が
豊
富
に
あ
り
、
食
で

ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
大
き
な

要
素
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
食
に
関
す
る
イ
ベン
ト
に

つ
い
て
は
、
新
年
度
計
画
し

て
い
る
「
つ
ば
め
６
次
産
業

化
推
進
協
議
会
」
立
ち
上
げ

で
、
地
域
農
業
と
商
業
・
工

業
の
連
携
が
始
ま
っ
て
お
り
、

業
界
の
方
々
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
③
　
中
学
校
で
の
部
活
動

と
授
業
に
つ
い
て
。

答
③
　
授
業
中
の
居
眠
り
は

ご
く
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
は
部
活

動
に
よ
る
疲
労
で
あ
る
と
特

定
で
き
な
い
。
夜
遅
く
ま
で

勉
強
し
て
い
る
と
い
っ
た
事

情
も
あ
る
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
の
重
点
に
掲
げ
確

か
な
学
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

　
風
紀
に
つ
い
て
、
学
習
意

欲
の
向
上
や
責
任
感
・
連
帯

感
の
涵
養
に
資
す
る
部
活
動

の
意
義
を
踏
ま
え
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
の
教
育
活
動

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問
④
　
市
長
の
政
治
姿
勢
。

現
役
世
代
の
支
援
及
び
、
市

民
と
の
連
帯
感
醸
成
に
つ
い

て
。

答
④
　
高
齢
者
社
会
を
充
実

す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
社

会
を
支
え
る
現
役
世
代
に
光

を
当
て
る
取
り
組
み
を
行
い

た
い
。
市
民
と
の
連
帯
感
醸

成
に
つ
い
て
、
新
年
度
も
開

催
す
る
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
な

ど
、
よ
り
き
め
細
や
か
に
取

り
組
み
た
い
。

市
街
地
の
整
備
、包
括
的
食
の
ま
ち
燕
、

中
学
校
の
部
活
動
と
授
業
に
つ
い
て

公
平・公
正・透
明
性
の
確
保
は
政
策
形
成

過
程
の
情
報
公
開
と
説
明
責
任
の
推
進

小
林
　
由
明
　
議
員
　
旭
日
会

齋
藤
　
紀
美
江
　
議
員
　
旭
日
会

山
﨑
　
雅
男
　
議
員
　
旭
日
会

商店街の活性化が期待される

吉田南小学校の旧校舎

三鷹市の市民協働センター

23年度予算財源比率

自主財源
48.3％

依存財源
51.7％

８９
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問
①
　
吉
田
小
学
校
改
築
の

財
源
問
題
の
内
容
は
ど
う
か

伺
う
。

答
①
　
第
１
期
に
つ
い
て
は
、

国
庫
補
助
金
７
７
７
５
万
８

０
０
０
円
、
特
例
債
５
億
８

６
７
０
万
円
、
県
地
域
づ
く

り
資
金
３
０
８
０
万
円
、
一

般
財
源
６
３
３
万
６
０
０
０

円
、
合
計
７
億
１
５
９
万
４

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ス
譲
渡
清
算
金

２
億
１
３
０
０
万
円
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
②
　
改
築
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
仮
設
駐
車
場
の
問
題
に
つ

い
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答
②
　
仮
設
校
舎
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
６
月
末
ま
で

完
成
し
て
旧
校
舎
の
解
体
が

始
ま
る
ま
で
に
引
っ
越
し
を

終
わ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
改
築
に
つ
い
て
は
、
校
舎

を
平
成
23
年
度
か
ら
24
年
度

の
２
カ
年
間
で
、
１
年
お
き

ま
し
て
平
成
26
年
度
の
１
年

間
で
体
育
館
を
改
築
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仮
設
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

工
事
期
間
中
の
教
職
員
等
の

駐
車
場
と
工
事
関
係
用
地

と
し
て
、
５
０
８
８
平
方
㍍

の
農
地
を
お
借
り
い
た
し
ま

す
。

問
③
　
吉
田
小
学
校
敷
地

内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
粟

生
津
地
内
で
旧
分
水
も
含
め

て
配
送
す
る
と
し
て
い
る
が
、

地
元
の
説
明
会
は
早
く
す
る

べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

答
③
　
吉
田
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、

第
１
種
住
宅
区
域
で
あ
る
た

め
、都
市
計
画
法
に
お
い
て
給

食
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
建
設

は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
用
途
区
域
、
及
び
建
設
に

十
分
な
面
積
、
そ
れ
か
ら
な

お
か
つ
市
有
地
の
利
活
用
と

い
う
３
点
か
ら
検
討
し
た
結

果
、
粟
生
津
の
市
有
地
を
第

一
候
補
と
考
え
て
い
る
。

問
④
　
吉
田
中
央
保
育
園
の

移
転
改
築
に
つ
い
て
は
ど
う

か
伺
う
。

答
④
　
吉
田
小
学
校
の
現
地

改
築
に
合
わ
せ
て
用
地
を
求

め
、
平
成
26
年
４
月
の
開
園

を
目
指
し
て
、
契
約
を
進
め

た
い
。

ト
イ
レ
も
無
い
た
だ
の
広
場
を

　
　
　
　
公
園
だ
と
い
う
不
思
議
？

問
①
　
大
河
津
分
水
さ
く
ら

公
園
が
４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

す
る
が
、
約
１
万
５
０
０
０

坪
の
広
さ
で
ト
イ
レ
が
無
い

と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。

他
に
こ
ん
な
例
は
あ
る
の
か
。

ト
イ
レ
が
設
置
で
き
な
い
う

ち
は
公
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン

す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

答
①
　
予
定
ど
お
り
４
月
１

日
の
開
園
を
考
え
て
い
る
。

４
月
か
ら
６
㌶
の
面
積
の
公

園
は
県
内
で
27
カ
所
あ
り
、

ト
イ
レ
が
無
い
公
園
は
２
カ

所
あ
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

４
月
１
日
か
ら
簡
易
型
の
ト

イ
レ
を
設
置
し
、
23
年
度
中

に
交
通
公
園
新
管
理
棟
の
ト

イ
レ
が
公
共
下
水
道
に
接
続

さ
れ
る
の
で
、
現
在
、
交
通

公
園
駐
車
場
に
設
置
し
て
あ

る
仮
設
ト
イ
レ
を
、
さ
く
ら

公
園
に
移
設
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
②
　
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
で
は
、
議
員
は
据
え
置

き
で
、
市
長
ら
三
役
は
３
％

の
引
き
上
げ
。
三
役
の
引
き

上
げ
に
反
対
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
合
併
で
エ
リ
ア
も

拡
大
し
、
議
員
の
仕
事
量
や

責
任
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

議
員
と
し
て
の
意
識
改
革
や

議
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め

に
も
議
員
に
も
適
正
な
報
酬

が
必
要
で
は
な
い
か
。
審
議

会
委
員
に
外
部
の
識
者
を
入

れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
委
員

の
中
に
市
長
の
後
援
会
の
幹

部
と
見
受
け
ら
れ
る
人
も
い

る
が
、
ど
う
い
う
考
え
で
人

選
し
て
い
る
の
か
。

答
②
　
合
併
に
よ
り
議
員
活

動
の
範
囲
の
拡
大
、
定
数
の

削
減
に
伴
い
、一
人
ひ
と
り
の

責
任
の
増
大
は
認
識
し
て
い

る
。
が
、
議
員
の
報
酬
額
は

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
審

議
の
結
果
で
あ
る
。
人
選
に

つ
い
て
は
市
の
区
域
内
の
公

共
的
団
体
等
の
代
表
者
、
そ

の
他
の
住
民
と
い
う
条
例
に

従
っ
て
い
る
。
作
為
的
な
人

選
で
は
な
い
。

問
③
　
条
例
が
昭
和
39
年
に

制
定
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
で
あ
る
。
委
員
の
中

に
市
外
の
大
学
教
授
な
ど
を

入
れ
る
な
ど
、
時
代
に
合
っ

た
も
の
に
改
正
し
て
は
。

答
③
　
必
要
で
あ
れ
ば
条
例

改
正
も
十
分
検
討
す
る
。

吉
田
小
学
校
の
改
築
事
業
と

　
中
央
保
育
園
の
移
転
改
築
に
つ
い
て

土
田
　
　
昇
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

問
①
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
完
全
移
行
す
る
が
、
市
の

す
べ
て
の
施
設
で
の
対
応
は

完
了
し
て
い
る
の
か
。
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
ど
う
活
用
す
る
か
。

答
①
　
公
共
施
設
で
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
21
年
度
の
交
付

金
で
、
保
育
園
、
児
童
ク

ラ
ブ
、
小
中
学
校
を
整
備

し
、
残
り
は
23
年
度
予
算
で

６
７
５
万
２
０
０
０
円
を
計

上
し
、
移
行
前
に
対
応
で
き

る
と
思
う
。

　
内
訳
は
テ
レ
ビ
67
台
で

６
４
１
万
６
０
０
０
円
、
そ

の
ほ
か
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア
ン
テ

ナ
な
ど
で
25
万
６
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
は
購
入
済
か
ら
申
請
し
、

最
終
的
に
12
万
３
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
の
見
込
み
で
、
確
定

後
に
有
効
活
用
し
た
い
。

問
②
　
燕
と
吉
田
・
分
水
の

間
の
電
話
は
市
外
局
番
が
必

要
だ
が
、
合
併
５
年
目
と
も

な
り
見
直
し
も
必
要
で
は
な

い
か
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
陳
情
な
ど

は
行
っ
た
の
か
。

答
②
　
燕
市
に
お
い
て
は
２

つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
燕
地

区
が
三
条
区
域
、
吉
田･

分

水
地
区
が
巻
区
域
に
分
か

れ
て
い
る
。
合
併
協
議
会
に

お
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
再
三
協
議

し
、
不
一
致
解
消
の
要
望
書

も
国
に
提
出
し
、
市
長
会
の

要
望
議
案
と
し
て
も
提
出
し

た
。
現
時
点
で
単
位
料
金
区

域
の
統
一
は
三
条
か
巻
に
編

入
す
る
に
し
て
も
、
一
般
回

線
基
本
料
金
や
通
話
料
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、

電
話
番
号
が
変
わ
る
可
能
性

も
あ
る
。
さ
ら
に
す
べ
て
の

加
入
者
か
ら
同
意
を
得
る
必

要
が
あ
る
。同
じ
悩
み
を
持
つ

自
治
体
も
あ
り
関
係
す
る
自

治
体
と
連
携
し
、
今
後
も
要

望
し
た
い
。

問
③
　
現
在
の
巡
回
バ
ス
運

行
を
見
直
す
計
画
は
あ
る

か
。
今
は
土
・
日
・
祝
日
は

運
休
だ
が
運
行
で
き
な
い
か
。

答
③
　
新
年
度
に
は
バ
ス
の

接
続
見
直
し
な
ど
を
実
施
す

る
。
市
民
や
利
用
者
か
ら
は
、

運
行
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
は
多
い
。
地
域
公
共

交
通
会
議
で
検
討
し
、
土
・

日
曜
の
運
行
は
新
庁
舎
建
設

と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
①
　
子
育
て
支
援
課
に
３

施
設
担
当
の
専
門
的
知
識

を
持
つ
正
規
職
員
の
配
置
を

求
め
た
い
。
児
童
ク
ラ
ブ
は

11
施
設
で
登
録
児
童
４
９
０

人
、
な
か
ま
の
会
は
６
施
設

で
１
日
平
均
利
用
が
１
５
０

人
。
毎
日
６
４
０
人
も
の
児

童
が
利
用
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
場
は
全
員
が

非
正
規
職
員
で
あ
り
、
課
の

担
当
も
事
務
職
だ
。
ま
た
、

市
の
計
画
で
は
児
童
ク
ラ
ブ

が
未
設
置
の
学
区
に
26
年
度

ま
で
に
設
置
を
目
指
す
と
し

て
い
る
が
、
計
画
に
具
体
性

は
あ
る
の
か
。
更
に
計
画
で

は
児
童
館
と
児
童
ク
ラ
ブ
の

あ
る
学
区
は
な
か
ま
の
会
は

設
置
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

市
民
か
ら
は
児
童
ク
ラ
ブ
も

な
か
ま
の
会
も
同
様
施
設
と

見
ら
れ
て
い
る
。
市
民
が
納

得
で
き
る
施
設
整
備
に
つ
い

て
再
考
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
①
　
専
門
職
員
を
子
育
て

支
援
課
に
配
置
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
を
含
め
、
支
援
体

制
が
一
層
充
実
す
る
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
就
労
支
援

を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ

り
、
す
べ
て
の
学
区
に
設
置

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な

か
ま
の
会
を
児
童
ク
ラ
ブ
に

移
行
す
る
と
未
就
労
家
庭
児

童
の
放
課
後
の
居
場
所
が
な

く
な
る
。
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
児
童
数
や
保
護
者
ニ

ー
ズ
を
勘
案
し
緊
急
性
に
応

じ
て
検
討
を
進
め
る
。

問
②
　
燕
市
の
入
り
口
に
あ

る
「
顔
」
と
し
て
の
産
業
史

料
館
新
館
の
屋
外
に
、
フ
レ

キ
シ
ョ
ン
や
パ
ワ
ー
プ
レ
ス
あ

る
い
は
ロ
ー
ル
な
ど
の
大
型

機
械
を
置
き
洋
食
器
の
ま
ち

燕
の
象
徴
と
し
て
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
有
料
入
館
チ
ケ

ッ
ト
を
金
属
ス
プ
ー
ン
に
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
工
夫
を
し
て
は
い
か

が
か
。

答
②
　
ま
ず
は
技
術
紹
介

の
企
画
展
「
地
場
産
業
シ

リ
ー
ズ
」
の
充
実
を
図
り
た

い
。
ス
プ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
単

価
と
品
質
を
考
え
る
と
難
し

い
。
多
目
的
ホ
ー
ル
、
屋
外

ス
ペ
ー
ス
は
企
画
展
と
連
動

し
賑
わ
い
空
間
作
り
を
工
夫

し
た
い
。

児
童
館・児
童
ク
ラ
ブ
・な
か
ま
の
会

　
　
担
当
の
正
規
専
門
職
員
の
配
置
を

市
外
局
番
の
見
直
し
も
必
要
で
な
い
か

巡
回
バ
ス
運
行
の
見
直
し
計
画
は

吉田地区の巡回バス「バーベナ号」

タ
ナ
カ
・
キ
ン
　
議
員
　
無
所
属

長
井
　
由
喜
雄
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

中
條
　
征
男
　
議
員
　
鴻
鵠
ク
ラ
ブ
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問
①
　
財
源
確
保
が
厳
し
い

財
政
状
況
に
お
い
て
、
行
政

が
行
う
サ
ー
ビ
ス
に
政
治
の

原
点
の一つ
で
あ
る
「
富
の
再

配
分
」、「
弱
者
救
済
」
の
観

点
か
ら
所
得
制
限
を
導
入
す

べ
き
で
は
。

　
た
と
え
ば
、
旧
児
童
手
当

に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
燕

市
の
保
育
園
利
用
料
は
所
得

に
応
じ
て
11
段
階
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。

答
①
　
租
税
制
度
に
よ
り
担

税
能
力
等
に
応
じ
た
国
税
や

地
方
税
の
税
負
担
に
よ
り
集

め
ら
れ
た
原
資
を
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
再
配
分
さ
れ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
の
進
展
や
経
済

の
停
滞
な
ど
、
事
業
と
財
源

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
に
く
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
昨
今
の
所

得
格
差
の
広
が
り
、
低
所
得

者
層
の
増
加
等
に
つ
い
て
、
所

得
に
応
じ
た
助
成
や
支
給
減

額
な
ど
、
財
源
状
況
を
考
慮

し
た
中
で
施
策
の
見
直
し
を

含
め
て
今
後
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
②
　
市
長
の
施
政
方
針
演

説
の
一
番
最
初
に
、
産
業
の

振
興
を
う
た
っ
て
い
る
。
既

存
、
新
規
産
業
・
事
業
に

対
す
る
中
長
期
的
予
算
規
模

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
結
果
を
具
体
的
に
数
値
化

し
、
公
表
す
べ
き
で
は
。

答
②
　一般
論
で
申
し
上
げ
れ

ば
、
施
策
を
立
案
し
実
行
す

る
場
合
、
一
定
の
目
標
を
掲

げ
て
評
価
で
き
る
よ
う
数
値

化
す
る
こ
と
は
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
っ
て
い
る
。
市
長
就
任

以
来
、
関
係
部
局
に
は
研
究
、

勉
強
の
指
示
を
し
て
い
る
。

長
期
総
合
計
画
の
策
定
、
こ

れ
か
ら
の
後
期
計
画
の
策
定

の
中
で
目
標
数
値
を
掲
げ
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問
①
　
市
の
所
有
す
る
遊
休

不
動
産
の
件
数
と
面
積
、
ま

た
新
庁
舎
完
成
後
や
幼
稚
園

保
育
園
の
統
廃
合
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
遊
休
不
動
産
の
件

数
、
面
積
と
そ
の
利
活
用
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
空
き

家
売
り
土
地
が
増
え
、
不
動

産
市
況
が
低
迷
し
て
い
る
状

況
下
で
の
、
不
動
産
の
売
却

に
関
し
基
本
的
な
考
え
を
問

う
。不

動
産
市
況
の
低
迷
に
拍

車
を
か
け
る
市
の
大
量
供
給

は
、
デ
フ
レ
経
済
を
助
長
し
、

財
産
と
し
て
の
不
動
産
の
目

減
り
、
不
動
産
を
担
保
に
し

て
い
る
産
業
界
、
ま
た
、
そ

れ
を
財
源
に
し
て
い
る
財
政

そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る

と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

答
①
　
平
成
21
年
度
売

却
可
能
な
不
動
産
39
件

６
万
６
０
０
０
平
方
㍍
。
新

庁
舎
完
成
後
に
現
３
庁

舎
分
２
万
２
８
０
７
平
方

㍍
、
吉
田
南
小
学
校
の
跡
地

２
万
９
０
４
平
方
㍍
、
ま
た

幼
保
の
適
正
配
置
に
よ
っ
て
６

カ
所
１
万
４
２
７
０
平
方
㍍
。

跡
地
の
利
活
用
計
画
に
基
づ

き
具
体
化
に
向
け
て
作
業
中

で
、
機
能
役
割
を
考
え
利
活

用
し
、
場
合
に
よ
り
売
却
も

検
討
し
て
い
る
。
売
却
が
不

動
産
市
況
の
低
迷
を
招
き
民

業
圧
迫
に
な
る
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
財
政
状
況
を
考

え
る
と
売
却
も
必
要
で
、
固

定
資
産
税
に
関
し
て
は
す
ぐ

に
は
税
収
に
影
響
し
な
い
と

考
え
る
。

問
②
　
向
こ
う
５
年
間
の
退

職
者
数
と
退
職
金
の
総
額
、

ま
た
平
均
は
。
今
年
度
の
予

算
で
４
億
８
７
０
０
万
円
の

退
職
金
が
計
上
さ
れ
、
給
料

の
20
・
８
％
を
個
人
負
担
な

し
の
全
額
税
金
で
積
み
立
て

て
い
る
。
財
政
が
厳
し
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

も
手
を
加
え
る
べ
き
と
思
う

が
市
長
の
考
え
は
。

答
②
　
１
４
４
人
32
億
円
、

一
人
当
た
り
２
２
０
０
万
円

を
想
定
。
市
民
感
情
は
理
解

す
る
が
、
公
務
員
給
与
の
水

準
は
条
例
等
で
決
め
ら
れ
て

お
り
、
個
々
の
水
準
を
減
ら

す
よ
り
少
数
精
鋭
の
体
制
で

総
人
件
費
を
減
ら
し
、
仕
事

の
中
身
成
果
で
市
民
の
理
解

を
得
た
い
と
考
え
る
。

富
の
再
分
配
、
弱
者
救
済
の
観
点
か
ら

　
　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
所
得
制
限
を

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の

　
遊
休
不
動
産
と
退
職
金
に
つ
い
て

供給過剰な売地

問
①
　
市
長
初
め
て
の
23
年

度
予
算
の
中
で
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
予

算
を
組
ま
れ
た
の
か
。

答
①
　
低
迷
す
る
経
済
状
況

の
中
、
成
長
産
業
や
新
し
い

市
場
、
特
に
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
海
外
へ
の
市
場
の
参

入
、
あ
る
い
は
産
業
の
高
付

加
価
値
を
目
指
す
企
業
の
育

成
、
需
要
の
創
出
、
販
路
開

拓
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
市

と
県
の
事
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
農
業
と
商
業
の
連
携
に
よ

る
６
次
産
業
化
に
向
け
て
検

討
を
進
め
、産
業
の
活
性
化
、

雇
用
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

問
②
　
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

経
過
と
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

答
②
　
合
同
会
議
で
は
、
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や

規
模
、
医
師
数
と
併
設
病
院

の
方
向
性
が
出
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
９
回
目
は
加
茂
市
長

か
ら
の
提
案
が
さ
れ
、
時
間

が
か
か
っ
た
が
最
終
的
に
は

県
に
一
任
す
る
こ
と
で
納
得

し
た
。
今
後
は
、
県
の
新
年

度
予
算
の
中
で
策
定
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

日
も
早
い
具
体
化
が
さ
れ
る

と
思
う
。

問
③
　
燕
市
の
い
じ
め
の
実

態
と
、
小
学
校
で
は
週
1
回

の
英
語
授
業
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
指
導
す
る
の
か
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
も
伺
う
。

答
③
　
本
市
に
お
け
る
い
じ

め
実
態
は
、
小
学
校
13
件
、

中
学
校
で
８
件
で
す
。
各
学

校
と
も
適
切
に
対
応
し
、
解

決
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
21
、
22
年
度
と
毎

年
10
回
、
英
語
活
動
の
授
業

研
究
を
実
施
し
、
市
内
で
教

員
の
指
導
力
向
上
を
図
り
ま

す
。
英
語
が
堪
能
な
嘱
託
指

導
員
を
雇
用
し
、
教
職
員
の

支
援
や
指
導
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

問
④
　
産
業
観
光
と
「
道
の

駅
国
上
」
と
の
観
光
振
興
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の

か
。

答
④
　
洋
食
器
産
業
の
歴
史

と
文
化
を
融
合
さ
せ
、
研
磨

体
験
や
座
禅
体
験
を
取
り
入

れ
た
観
光
メ
ニュ
ー
を
実
施
す

る
な
ど
し
た
い
。

問
①
　
先
日
、
田
ん
ぼ
が
反

あ
た
り
１
５
０
万
円
で
売
買

さ
れ
た
話
を
し
た
ら
「
そ
れ

は
高
い
、
50
～
60
万
円
が
今

の
相
場
だ
」
と
地
価
に
く
わ

し
い
議
員
に
言
わ
れ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
田
ん
ぼ

が
反
あ
た
り
３
０
０
万
円
で

も
売
れ
る
か
ど
う
か
の
時
節

に
反
あ
た
り
１
１
０
０
万
円

で
の
高
値
で
買
っ
た
こ
と
は

ま
さ
に
、
税
金
を
ム
ダ
に
使

い
市
民
に
財
産
上
の
損
害
を

与
え
た
背
任
行
為
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
。

　
驚
く
の
は
、
ほ
か
の
地
区

と
の
買
収
交
渉
を
強
く
迫
っ

た
議
員
ま
で
が
、
い
ざ
の
と

き
に
は
賛
成
し
た
こ
と
で
あ

り
、
法
外
な
価
格
で
は
な
い

か
と
い
う
問
い
に
前
市
長
は

「（
用
途
が
田
ん
ぼ
な
ら
法

外
な
価
格
と
言
え
る
が
）
用

途
が
田
ん
ぼ
で
な
く
新
庁
舎

用
地
だ
か
ら
法
外
な
価
格
と

は
言
え
な
い
」
と
答
え
た
こ

と
で
あ
る
。

　
用
途
が
何
で
あ
れ
買
っ
た

の
は
田
ん
ぼ
そ
の
も
の
で
、

そ
の
田
ん
ぼ
を
建
設
用
地
に

す
る
た
め
市
は
３
億
円
も
の

造
成
費
を
か
け
て
反
あ
た
り

１
６
０
０
万
円
に
も
近
い
土

地
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
市
に
問
い
た
い
の

が
、
も
し
新
庁
舎
用
地
の
取

得
が
背
任
行
為
と
判
じ
ら
れ

た
場
合
、
隣
接
す
る
燕
警
察

署
の
建
設
用
地
を
取
得
し
た

県
も
背
任
行
為
に
手
を
染
め

た
こ
と
に
な
る
や
に
思
う
が

県
の
議
会
や
会
計
監
査
で
は

問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

答
①
　
取
得
価
格
に
つ
い
て

は
周
辺
の
売
買
実
蹟
を
把
握

し
土
地
の
鑑
定
評
価
を
実

施
し
な
が
ら
設
定
し
た
も
の

で
、
法
外
な
価
格
と
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
際

の
取
得
価
格
に
つ
い
て
は
議

会
に
説
明
し
、
ご
協
議
い
た

だ
い
た
上
で
用
地
交
渉
を
ま

と
め
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
た
い
。

　
な
お
、
燕
警
察
署
の
建
設

用
地
に
つ
い
て
は
県
が
直
接

取
得
し
た
こ
と
か
ら
、
本
来

答
え
る
立
場
で
は
な
い
が
、

県
警
察
本
部
か
ら
は
議
会
や

会
計
監
査
で
問
題
に
な
っ
た

と
い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

背
任
行
為
か
？

　
　
新
庁
舎
用
地
の
取
得

厳
し
い
予
算
の
中
、市
民
生
活
に
光
を
!!

早
期
英
語
教
育
で
、国
際
人
の
育
成
を
!!

渡
邉
　
広
宣
　
議
員
　
鴻
鵠
ク
ラ
ブ

中
山
　
眞
二
　
議
員
　
旭
日
会

阿
部
　
健
二
　
議
員
　
無
所
属

杣
木
　
義
男
　
議
員
　
大
河
の
会

■保育園利用料の基準額表
児童の属する世帯 徴収金基準額（月額）

階層
区分 所得税 乳児の場合 3歳未満時

の場合
3歳以上児
の場合

第1 生活保護世帯 0 0 0

第 2 市町村民税　　非課税世帯 5,000 4,500 3,500

第 3 市町村民税　　課税世帯 12,000 11,000 10,000

第 4 12,000円未満 16,000 15,000 13,000

第 5 12,000円以上　25,000円未満 20,000 19,000 16,000

第 6 25,000円以上　40,000円未満 24,000 23,000 20,000

第 7 40,000円以上　70,000円未満 29,000 28,000 23,000

第 8 70,000円以上　103,000円未満 33,000 32,000 25,500

第 9 103,000円以上　413,000円未満 38,000 37,000 27,000

第 10 413,000円以上　734,000円未満 40,000 39,000 28,000

第 11 734,000円以上 45,000 44,000 30,000

新庁舎建設用地
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■市長提出議案（36 件）

件　　　　名 結果 採決状況
専決処分の報告 承認 全会一致
人権擁護委員候補者の推薦 同意 全会一致
規約の変更（３件） 可決 全会一致
平成23年度 当初予算（10 件）

一般会計 可決 賛成多数
国民健康保険特別会計 可決 賛成多数
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成多数
介護保険事業特別会計 可決 賛成多数
公共下水道事業特別会計 可決 賛成多数
土地取得特別会計 可決 全会一致
住宅団地造成事業特別会計 可決 全会一致
企業団地造成事業特別会計 可決 全会一致
温泉保養センター特別会計 可決 全会一致
水道事業会計 可決 賛成多数

議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正 可決 賛成多数
副市長定数条例の一部改正 可決 全会一致
特別職の職員の給与に関する条例及び教育長
の給与、勤務時間等に関する条例の一部改正 可決 全会一致

行政組織条例の一部改正 可決 全会一致
附属機関設置条例の一部改正 可決 全会一致
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正 可決 全会一致

燕市職員の法令遵守の推進に関する条例の制定 可決 全会一致
燕市まちづくり基本条例の制定 可決 全会一致
燕市地域審議会条例の廃止 可決 全会一致
手数料徴収条例の一部改正 可決 全会一致
子どもの医療費助成に関する条例の一部改正 可決 全会一致
国民健康保険条例の一部改正 可決 全会一致
都市公園条例の一部改正 可決 賛成多数
児童遊園条例の一部改正 可決 全会一致
市特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定 可決 全会一致
平成22年度 補正予算（６件）

一般会計 第 10 号 可決 賛成多数
国民健康保険特別会計 第 4 号 可決 全会一致
後期高齢者医療特別会計 第１号 可決 賛成多数
介護保険事業特別会計 第 4 号 可決 全会一致
土地取得特別会計 第１号 可決 全会一致
住宅団地造成事業特別会計 第１号 可決 全会一致

■議員提出議案（５件）

件　　　　名 結果 採決状況
燕市議会委員会条例の一部改正について 可決 全会一致
容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と
再使用を促進するための法律の制定を求め
る意見書

可決 全会一致

高齢者・国民が安心して医療や介護が受けら
れるような施策推進を求める意見書 可決 賛成多数

地域を支える建設業の健全化に向けた「公契
約法」の制定を求める意見書 可決 全会一致

ＴＰＰ交渉参加に反対する意見書 可決 賛成多数

■
３
月
定
例
会
で
の
議
決
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

議案第 13号……原案可決
燕市議会政務調査費の交付
に関する条例の一部改正に
ついて

主な議案の審議 内容を紹介します

 県内 20 市の政務調査費
市　名 人　口

(H22.4.1)
政務調査費
月額 (円) 交付先

新潟市 803,896 150,000 会派か個人
長岡市 279,592 60,000 会派
上越市 207,570 50,000 会派及び個人
柏崎市 92,224 40,000 会派
三条市 105,271 30,000 会派
新発田市 103,491 20,000 会派及び個人
糸魚川市 48,936 17,000 会派
妙高市 36,865 15,000 個人
十日町市 60,957 12,500 会派
五泉市 56,571 12,500 会派
佐渡市 65,052 10,000 会派及び個人
南魚沼市 61,568 10,000 会派及び個人
胎内市 32,251 10,000 会派及び個人
小千谷市 39,616 8,000 個人
燕　市 83,758 7,000 会派
村上市 68,966 5,000 会派
阿賀野市 46,886 5,000 会派及び個人
魚沼市 42,047 5,000 会派及び個人
加茂市 31,160 5,000 会派
見附市 42,892 4,167 会派

●内容
　議員数が 24 人になったことに伴い、活動範囲や活動内
容の充実・拡大の必要性を考慮し、月額を 7,000 円から
12,000 円に引き上げるもの。

３月定
例会

　本当に議員活動をする
のであれば、現行の月額
7,000 円では足りません。
使わない分は返還すればい
いことではないでしょうか。

　政務調査費の引き上げ
に対しては市民感情、経
済情勢や財政状況を考慮
すると、引き上げるべきで
はないと考える。

賛成意見 反対意見

●採択は賛成多数で可決されました。

議案 議案第 23号……原案可決
燕市子ども医療費助成に関する条例の一部改正について

●内容
　３人以上の多子世帯のみ小学校６年生までとしていた通院助
成を、「すべての子どもを小学校 6 年生まで助成対象」とする
もの。平成 23 年４月１日から施行。

Ｑ質問
　議会でもたびたび取り上げられてきた。公平に引き上げら
れることは評価したい。

Ａ答弁
　子ども医療費助成は、県単独医療費助成に市が上乗せし
て実施してきた。この間、県の要項改正のたび市の条例を改
正してきたが、特に通院助成については全世帯の子どもを対
象としたものになっていなかった。

燕市の特定の事務を取り扱わせる
郵便局の指定について
●内容

　戸籍謄本や抄本、住民票の写し、印鑑証
明や納税証明書などの請求受付および証明
書の引き渡しサービスを行う郵便局に燕郵便
局を追加したい。

Ｑ質問
　実際には何件くらいの利用がされているのか。

Ａ答弁
　平成 16 年６月に小池郵便局と小中川郵便
局を指定以降、21 年に神田町郵便局と国上
郵便局を、22 年には燕南郵便局を指定した。
平成 22 年度は３月７日現在で小池 460 件、
小中川 243 件、神田町 40 件、国上 17 件、
燕南で 54 件の利用となっている。新たに燕
郵便局を指
定し市民サ
ービス向 上
を図ってい
きたい。

議案第 27号……原案可決

●内容
　「住民基本台帳カード」の交付手数料を引き続き平成
26 年３月 31 日まで無料とするもの。

Ｑ質問　なぜ延長するのか。

Ａ答弁　「住民基本台帳カード」は顔写真付きで身
分証明書や国税の電子申告などにも利用され、平成 23
年 1 月現在で 1900 枚が発行された。国の、手数料無
料化に伴う交付税措置は 3 月末で終えるが、このカード
は運転免許証な
どと共に身 分 証
明書として重要な
目的をなしている
ので、市としては
交付手数料を無
料とする制度を継
続させたい。

議案第 22号……原案可決
燕市手数料徴収条例の一部
改正について

議案

議案

議案
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議会報等特別委員会
　委員長／長 井 由 喜 雄 　
副委員長／小 林 由 明
　　委員／渡 邉 雄 三
　　　　　タナカ・キン
　　　　　齋 藤 紀 美 江
　　　　　齋 藤 信 行
　　　　　中 條 征 男

６月定例会の日程
3 日(金)　全員協議会

10 日(金)　本会議（議案上程、
　　　　　　委員会付託、一般質問）
13日(月)　本会議（一般質問）
14日(火)　本会議（一般質問）
17日(金)　本会議（一般質問）
20日(月)　総務文教常任委員会
21日(火)　市民厚生常任委員会
22日(水)　産業建設常任委員会
24日(金)　本会議（委員長報告、
　　　　　　　　質疑、討論、採決）

※各日とも午前9時30分の開催予定で
す。委員会の傍聴についてはお申し込み
ください。お問い合わせは議会事務局へ。

電話　0256-93-5296（直通）

請願の審査結果です

●「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促
進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求める
請願書

　　（請願者）新潟県総合生活協同組合　理事長　田才栄敏

●高齢者・国民が安心して医療や介護が受けられるような施
策推進の意見書を国に提出することを求める請願

　　（請願者）新潟県社会保障推進協議会　代表　坪谷　誠

●地域を支える建設業の健全化に向けた「公契約法」の制
定を求める請願書

　　（請願者）国土交通省全建設労働組合北陸地方本部
北陸技術支部長　横山則夫

●ＴＰＰ参加に反対する請願
　　（請願者）農民運動新潟県連合会　代表者　今井　健

●ＴＰＰ交渉参加反対に関する請願書
　　（請願者）越後中央農業協同組合

代表理事組合長　吉田博之

採択された請願

　３月定例会に提出された請願は２件、及び、前
定例会から継続審査となっていた３件の計５件が
審査されました。総務文教常任委員会、市民厚
生常任委員会、産業建設常任委員会にそれぞれ
付託審査し、最終日の本会議で採決されました。

▼３月 11 日に起きた東日本大震
災は、大津波をともない、さらに
原発事故を誘発して大きな被害を
与え、日本全国はじめ全世界に大
きな衝撃が走った。一日も早い原
発被害の収束と身元不明者の捜
索とともに復興がなされるよう、
政治家がリーダーシップを発揮し
て、被害者の方々が一日も早く、
安心・安全と希望を持てるよう道
筋を示してゆかなければならな
い。 ▼私たちも新年度を迎え、新
しい決意で議会の内容を市民の皆
様にお伝えできるよう全力で取り
組んでいきたいと考えています。
　　　　　　　　　( 渡邉 雄三 )

postscriptあとがき

請願

　このたびの東日本大震災地震により被災されたみなさまに、心
からお見舞い申し上げます。
　燕市議会では４月21日、大岩議長をはじめ、燕市に避難を
している方 と々南相馬市を訪れ、桜井勝延市長へ直接、義援金
の 30 万円を手渡しました（写真下）。
　桜井市長は「南相馬の市民がお世話になっており、心から感
謝しています。南相馬市民の皆さんにはご不便をかけ、お詫び
申し上げます」と述べ、燕
市に対してもさらなる協力
を要請されました。
　またこのほかに、燕市議
会では、全国市議会議長
会を通して25 万円の義援
金を贈りました。

福島県南相馬市に対し
　燕市議会から義援金を贈りました
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